
系統性のある支援研究事業の取組

福岡県教育庁教育振興部 義教育課特別支援教育室 指導主事 牛島 玲
久山町教育委員会 教育課 指導主事 髙武 龍彦

福岡県教育庁教育振興部 高校教育課 指導主事 矢津田 としえ

学校種 学校数 児童生徒数

幼稚園 ４６０園 ６４，１５１人

小学校 ７５３校 ２７６，５９７人

中学校 ３７０校 １３９，１６１人

高等学校 ２０２校 １３５，３３２人

中等教育学校 ２校 ６９８人

特別支援学校 ３８校 ５，６７５人

久山町第４学区

○ 平成２８年５月１日現在
○ 政令市立・私立学校を含む。
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本日お話しすること

１ 本県の考え方

２ 就学前から中（高等）学校の引継ぎ
（実践Ⅰ：久山町教育委員会）

３ 中学校から高等学校の引継ぎ
（実践Ⅱ：福岡県高校教育課）

４ 成果と課題
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気づく⇒具体化する⇒つなぐ

発達障害児等教育継続支援事業（事業イメージ図）
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困難さに気づく

幼児児童生徒へのかかわりの視点 ①
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就学前保護者へ「相談案内リーフレット」

県域５歳児保護者 全家庭へ配布 6



高校入学者の保護者へ「相談案内リーフレット」

県立高校新入生 全保護者へ配布 7



指導を具体化する

幼児児童生徒へのかかわりの視点 ②

8



①通常学級において、担任等が「授業づくり」や
「教室環境づくり」を工夫します

何に取り組むか
（課題の明確化）

何から取り組むか
（優先順位の決定）

どう取り組むか
（支援の具体化）

だれに取り組むか
（対象の明確化）

付属ＣＤ
・サポートヒントシート
・授業づくりシート
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①-(1) どこに課題があるのか明らかにします

担
任
を
中
心
に
、
同
学
年
や
近
接
学
年
・ク
ラ
ブ
や
委
員
会

担
当
者
な
ど
多
く
の
目
で
話
し
合
い
な
か
ら
、
気
づ
き
を
整
理

し
ま
す
。

校
内
委
員
会
に
お
け
る
協
議
の
過
程
で
、
当
該
児
童
生
徒
の

課
題
（情
報
）が
具
体
化
・共
有
化
で
き
ま
す
。
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①-(2) 対象児童生徒の課題の傾向性と解決の優先順位
を明らかにします

横軸が「サポート優先度」、段階が高いほど課題
解決の優先順位が高くなります。まず、何から取
り組むべきかが明らかになります。

一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
集
約
し
て
、
ど
こ
に
集
中

し
て
取
り
組
む
べ
き
か
課
題
の
傾
向
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。

１

２
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①-(3) 課題に応じた支援の方法を具体化します

支
援
の
ヒ
ン
ト
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
実

際
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
を
選
択
し
、
支
援

計
画
に
明
記
し
ま
す
。

例
「
ル
ー
ル
や
指
示
な
ど
を
視
覚
的
に
提
示
し
、

一
つ
ひ
と
つ
こ
と
ば
で
確
認
す
る
。
」
を
授
業
で

具
体
化
す
る
と…
。
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①-(4) 支援の具体を参考に「個別の指導計画」を作成
します。

配慮事項をクリックすると参考写真
等の具体列による説明がでます。
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専門家の助言による最適な指導をめざして

学
校
種

保
育
所

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

合
計

相談
件数

17 43 339 74 21 494

平成２７年度学校種別「巡回相談」活用件数

協会委託により私立学校・園にも派遣14



センター的機能を活用して指導を具体化するために
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県立特別支援学校における教育相談の推移

子ども理解・授業づくり・環境づくりの助言15



指導の成果をつなぐ

幼児児童生徒へのかかわりの視点 ③
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サポートノートは入学・卒業時を中心に
個別の教育支援計画・指導計画と関連づけて活用します

県域の幼・保、小、中、高を通して必要な
家庭に配布し、学校と家庭で協力して作成18



幼稚園段階 小学校段階 中学校段階 高等学校段階

本県における「系統性のある支援研究事業」の考え方

系統性のある支援
研究事業②

義務教育課主管：久山町教育委員会（指定地域）

高校教育課主管：第４学区（指定学区）

研究事業①②
の分担

系統性のある支援研究事業①
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高等学校段階中学校段階小学校段階幼稚園段階

実践Ⅰ 幼保・小・中学校の取組（久山町教育委員会）

小・中連絡会の充実幼保・小連絡会の充実

ふくおか就学サポートノート
個別の教育支援計画の活用

久
山
中
学
校

校
区
エ
リ
ア

学
校
訪
問

市
町
村
教
育
委
員
会

継続支援地域連携協議会の設置

学校間連携コーディネーターの配置

情報提供
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高等学校段階中学校段階小学校段階幼稚園段階

実践Ⅱ：高等学校の取組（高等学校第４学区）

当
該
学
校
間
の
中
・
高

連
絡
会
議
の
充
実

ふくおか就学サポートノート
個別の教育支援計画の活用

第
四
学
区
エ
リ
ア
訪
問

県
教
育
委
員
会

第４学区中高連絡会の活用

学
校
間
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置

情報提供

高等学校中学校

情報収集
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中学校 高等学校

家庭

情報提供

合
意
形
成

〇生徒観察
〇教育相談
〇個別の教育支
援計画・個別の
指導計画作成援
助
〇入学時ガイダ
ンス等の支援

〇生徒観察
〇教育相談
〇ふくおか就学
サポートノート
作成依頼
〇個別の教育支
援計画・個別の
指導計画作成援
助

入学後
（４～９月）

入学(前)後
（10月～３月）

中高連絡会の充実・教員訪問

情報収集

ふ
く
お
か
就
学
サ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
活
用

学
校
適
応

一貫した継続性のある支援【異学校種間の連携 例）中・高間連携】

校内 校内
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文部
科学省福岡県教育委員会

義務教育課（特別支援教育室） 高校教育課

久山町教育委員会（指定地域）

再委託

保育園
幼稚園

小学校 中学校

高等学校

第４学区
（指定学区）

〇久山町継続支援研究地域運営協議会の開催
〇学校間連携コーディネーター（久山町配置）の配置
〇巡回相談(臨床心理士)の実施
〇ふくおか就学サポートノートの活用
〇個別の教育支援計画・指導計画の作成

第
四
学
区
内

他
市
町
村
立

中
学
校

〇学校間連携コーディネー
ター（福岡県配置）の配置
〇ふくおか就学サポート
ノートの活用
〇個別の教育支援計画・指
導計画の作成

福岡県発達障害者支援体制整備検討委員会（県特別支援連携協議会）

委
託

久山町継続支援研究地域運営協議会
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四
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久山中学校（２４７名）

久山町の実態

久原小学校（３５３名） 山田小学校（２５３名）

久原幼稚園（７０名） 山田幼稚園（５７名） 久山保育所（１３３名）

配慮を要する園児・児童・
生徒が年々増加
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久山町の取組
発達障害の可能性のある児童生徒等に対する継続支援事業

系統性のある支援研究事業

久山町における具体的方策

①学校間連携コーディネーターの複数配置及び活用
コーディネーターＡ（３名）※九州大学大学院生
コーディネーターＢ（１名）※特別支援学校元校長

③久山町継続支援地域連携協議会での共通理解
保幼園長、小中校長、特支コーディネーター等で組織
継続支援に関する内容、方法、時期等について検討協議

②チェックシート、支援シートの開発及び活用
担任の気づきをもとに児童生徒の困難さを推測
困難さをもつ児童生徒への適切な支援を行う
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久原小学校

久原幼稚園

山田小学校

山田幼稚園

久山中学校

久山保育所

コーディネーターＡ コーディネーターＡ コーディネーターＡ

①学校間連携コーディネーターの複数配置及び活用

コーディネーターＢ
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久山町の取組

コーディネーターＢ

情報提供

保護者、本人と相談 校内で協議

進学先高校等
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